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　切れ目のない子育てサポート
の提供、子どもや家庭、妊産婦
等を取り巻く支援の連携強化を
図るため、市役所分庁舎１階に
『子育て世代包括支援センター
ここキララ』が開設されました。

子育て世代包括支援センター

ここキララ
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令和３年度施政方針

議
長
あ
い
さ
つ

せ
て
い
く
こ
と
が
、よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
喫
緊

の
課
題
に
対
し
て
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら

に
議
会
改
革
を
進
め
、
市
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
議

会
の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

川又　照雄　議長

令
和
３
年
度
の
「
常
陸
太
田
市
議
会
だ
よ
り
」
の
発

行
に
あ
た
り
議
会
を
代
表
し
て
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
す
る

中
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
市
民
の
皆
様
の
日
常
生
活

や
経
済
活
動
な
ど
に
甚
大
な
影
響
が
出
て
お
り
、
生
活

支
援
や
経
済
対
策
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
教
育
や
健
康
二
次
被
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

対
し
て
、
市
民
の
意
思
を
き
め
細
か
く
市
政
に
反
映
さ

第

１

回

定

例

会
施政方針を説明する
大久保　太一　市長

■
市
政
運
営
の
基
本
方
針

　

本
市
に
お
い
て
は
、
第
６
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
の
総
仕
上
げ
の
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
重
点
施
策

及
び
第
２
期
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
、
少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

着
実
な
推
進
と
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
た
新

た
な
日
常
の
実
現
に
向
け
た
各
種
施
策
を
推
進
し
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
市
の
業
務
が
滞
る
こ
と
な
く
、
限

ら
れ
た
資
源
や
人
員
で
持
続
的
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、
政
府
が
提
唱
し
ま
す
デ
ジ

タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
を
推
進
し
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
や
Ａ
Ｉ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
等
の
利
用
促
進

な
ど
、
新
た
な
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
の
構
築
等
が
不
可
欠

で
あ
り
、
ま
た
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に

よ
る
施
設
の
集
約
・
複
合
化
・
廃
止
な
ど
時
代
に
即
し

た
取
り
組
み
を
進
め
、
刻
々
と
変
化
す
る
社
会
経
済
情

勢
や
複
雑
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
、
柔
軟
か
つ
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、本
市
の
目
指
す
将
来
像
「
幸
せ
を
感
じ
、

暮
ら
し
続
け
た
い
と
思
う
ま
ち
常
陸
太
田
」
の
実
現
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

第１回定例会（３月２日～ 19 日）
の提出議案は、専決処分の報告１件、
条例の一部改正 10 件、条例の廃止２
件、公の施設に関わる指定管理者の
指定１件、工事請負契約１件、市道

路線の廃止１件、令和２年度
補正予算４件、令和３年度
当初予算８件、人事案件
２件の 30 議案で、すべて
原案通り可決・承認され
ました。
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令和３年度施政方針

　

426億5,931万4千円
令和３年度予算総額

426億5,931万4千円

■令和３年度予算の概要
　令和 ３年度一般会計予算は、対前年比 3.9％減の 247 億 4,800 万円で、特別会計、公営企業会計を合わせると
前年度比 1.7％減の 426 億 5,931 万 4 千円となります。

　第６次総合計画基本計画の主な基本目標の事業を紹介します。

― 令和３年度の一般会計主要事業 ―

安心して働くことのできる仕事の場づくり

夢を育み健やかに生きるひとづくり

●東部地区区画整理事業企業誘致事業　������������ 1,087万 ９ 千円
　東部地区開発事業用地における本市に必要な業種や市内事業者の出店のため
の基盤整備に向けた検討調査を行う。

●担い手支援事業　���������������������� ９17万 ３ 千円
　地域農業の担い手である認定農業者や新規就農者への経営確立に向けた農業
次世代人材投資資金の活用や機械整備等の取得など就農支援を行う。

●テレワーク施設整備費補助事業　����������������� 100万円
　テレワーク需要に対応するため、民間事業者が行うテレワーク施設整備に対
する補助を実施する。

●交通対策事業　�������������������� 1 億5,06９万 ９ 千円
市内公共交通の維持・確保及び利用促進を目的に、高齢者バス利用促進助成事
業をはじめ地方バス路線維持費補助等を実施する。

●ごみ回収促進事業　�������������������� 1,157万 ２ 千円
ごみの排出が困難な高齢者等への支援やごみ集積所の管理を行う。

●新型コロナウイルスワクチン接種事業　����������� ２,7３２万 1 千円
円滑なワクチン接種のため、市民からの相談、予約受付を行うコールセンター
の運営を行う。

●ＩＣＴ教育環境整備事業　���������������� 1 億３74万 ２ 千円
感染症の発生や災害等による学校の臨時休業等の緊急時においても、ＩＣＴ
の活用によりすべての子どもたちの学びを保障できる環境整備を行う。

●結婚推進事業　���������������������� 1,３80万 8 千円
結婚相談センターの運営や結婚セミナーの開催、また、いばらき出会いサポー
トセンターと連携し、ＡＩマッチングシステムを活用し成婚率の向上を図る。

●ひたちおおた暮らし促進事業　��������������� ３，08９万 4 千円
首都圏や市外からの移住促進及び市内の空き家利活用事業を実施する。

テレワーク施設整備の補助

交通対策事業

ＹＯＵ愛ネット

令 和 ３ 年
第１回定例会

暮らしやすく楽しむことのできるまちづくり
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議 案 賛 否 一 覧

第
１
回
定
例
会　

賛
否
一
覧

議　

案　

名

付
託
委
員
会

議
決
結
果

報
告
第
１
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
））

本

会

議

原
案
承
認

議
案
第
１
号

常
陸
太
田
市
職
員
の
公
益
的
法
人
等
へ
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総
　
　

務

原
案
可
決

議
案
第
２
号

常
陸
太
田
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総
　
　

務

原
案
可
決

議
案
第
３
号

常
陸
太
田
市
財
産
の
交
換
・
譲
与
・
無
償
貸
付
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総
　
　

務

原
案
可
決

議
案
第
４
号

常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

文

教

民

生

原
案
可
決

議
案
第
６
号

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
つ
い
て

文

教

民

生

原
案
可
決

議
案
第
７
号

常
陸
太
田
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

産

業

建

設

原
案
可
決

議
案
第
８
号

常
陸
太
田
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総
　
　

務

原
案
可
決

議
案
第
９
号

常
陸
太
田
市
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

文

教

民

生

原
案
可
決

議
案
第
10
号

常
陸
太
田
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

文

教

民

生

原
案
可
決

議
案
第
11
号

常
陸
太
田
市
ふ
る
さ
と
歴
史
民
俗
伝
承
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
等
の
廃
止
に
つ
い
て

文

教

民

生

原
案
可
決

議
案
第
12
号

常
陸
太
田
市
梨
木
平
山
村
広
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

産

業

建

設

原
案
可
決

議
案
第
13
号

常
陸
太
田
市
里
美
カ
ン
ト
リ
ー
牧
場
、
里
美
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
及
び
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

産

業

建

設

原
案
可
決

議
案
第
14
号

常
陸
太
田
市
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）
シ
ス
テ
ム
整
備
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

総
　
　

務

原
案
可
決

議
案
第
15
号

常
陸
太
田
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

産

業

建

設

原
案
可
決

議
案
第
16
号

令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
に
つ
い
て

総
　
　

務

原
案
可
決

△
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
議
案
▽
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議 案 賛 否 一 覧

議
案
第
17
号

令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て 

文

教

民

生

原
案
可
決

議
案
第
18
号

令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て 

文

教

民

生

原
案
可
決

議
案
第
19
号

令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
下
水
道
事
業
等
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て 

産

業

建

設

原
案
可
決

議
案
第
24
号

令
和
３
年
度
常
陸
太
田
市
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て 

予

算

特

別

原
案
可
決

議
案
第
26
号

令
和
３
年
度
常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て 

予

算

特

別

原
案
可
決

議
案
第
27
号

令
和
３
年
度
常
陸
太
田
市
下
水
道
事
業
等
会
計
予
算
に
つ
い
て 

予

算

特

別

原
案
可
決

議
案
第
28
号

常
陸
太
田
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て 

本

議

会

原
案
同
意

議
案
第
29
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

本

議

会

原
案
同
意

所
管
事
務
調
査
及
び
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

本

議

会

原
案
可
決

議　

案　

名
　

付
託

委
員
会

審
査
結
果

宇野　隆子
髙木　　将
黒沢　義久
後藤　　守
川又　照雄
茅根　　猛
高星　勝幸
深谷　秀峰
菊池　伸也
益子　慎哉
平山　晶邦
深谷　　渉
藤田　謙二
諏訪　一則
菊池　勝美
小室　信隆
森山　一政

議
決
結
果

議
案
第
５
号

常
陸
太
田
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

原
案
可
決

議
案
第
20
号

令
和
３
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て 
予
算
特
別

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

原
案
可
決

議
案
第
21
号

令
和
３
年
度
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て 
予
算
特
別

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

原
案
可
決

議
案
第
22
号

令
和
３
年
度
常
陸
太
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

原
案
可
決

議
案
第
23
号

令
和
３
年
度
常
陸
太
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て 

予
算
特
別

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

原
案
可
決

議
案
第
25
号

令
和
３
年
度
常
陸
太
田
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て 

予
算
特
別

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

原
案
可
決

【
○
：
賛
成　

×
：
反
対　

欠
：
欠
席
】

※
議
長
の
表
決
権
：
過
半
数
議
決
の
場
合
、
議
長
に
は
表
決
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
賛
成
・
反
対
が
同
数
の
場
合
、
可
決
か
否
決
か
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
採
決
権
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。



6

　　議 案 質 疑

議　案　質　疑

議案質疑とは、本会議での議案の説明だけではわからないことを質問する行為のことです。

議案第 5 号　常陸太田市介護保険条例の一部改正について
（介護保険法に基づき、介護保険事業計画を見直し、保険料率を定めたため、本条例の一部改正を行う
もの）

問１

問２

介護保険施設の利用状況について伺いたい。

常陸太田市介護保険支払準備基金についての考え方について伺いたい。

答１

答２

令和 ３年 １月末の利用状況は、特別養護老人ホームが 488 人、介護老人
保健施設が 2１9 人、介護療養型医療施設が １9 人、合計 726 人が利用し
ている状況である。

介護保険事業の安定を図るため設置・活用しており、介護給付費等の支払いの財源が不足するなど、
不測の事態にこの支払い準備基金を充てることとしている。
また、「介護保険法」に基づき、 ３ 年ごとに介護保険料率を定めているが、支払準備基金を活用す
ることで急激な保険料の上昇などを避けるという役割を果たしている。第 8期計画（令和 ３年から
５年度）における介護保険料についても、約 ３億円を充当し介護保険料率を据置きとしたところで
ある。

 議案第16号　令和 ２ 年度常陸太田市一般会計補正予算（第 8 号）について 
（一般会計歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 4 億 １,３１2 万 ５ 千円を減額し、総額 ３22 億 7,0５0
万 9 千円とするもの）

問１

問２

答１

答２

市民提案型まちづくり事業費について、採択された団体の事業内容と 
コロナ禍によって事業の影響について伺いたい。

久米小学校大規模改修工事 １ 億 9,285 万 2 千円について改修工事の内容及びスケジュールについて
伺いたい。

事業内容は、『下大門町地内及び天神林町地内において佐竹氏ゆかりの
城跡の整備やハイキングコース整備』『磯部町地内においては寺跡の公
園整備』『新宿町地内においては源氏川堤防沿いに彼岸花の植栽をする』
など地域資源の磨き上げを行い、交流人口の拡大などを図る活動をして
いる。また、コロナ禍での事業の影響については、源氏川の彼岸花鑑賞
会など集客を伴う事業の一部には中止となった事業がある。

久米小学校は、昭和 6１ 年 ３ 月の建築で今年で築 ３５ 年経過し、経
年劣化が進んでいることから、老朽化に伴う大規模改修を計画し
ている。改修工事の内容は、外壁のひび割れ・欠損を含む外壁改
修、校舎内の床と壁の内装改修、照明器具のLED化、屋根の一
部の防水処理などである。
今後のスケジュールは、今 ３月定例会に補正予算を令和３年度へ
繰り越しを行い、令和 ３年 4月に起工・入札を行い、 6月の定例
会において、請負契約に関する議案を上程し、工期は 6月定例会
終了後から来年 ３月までの約 9か月間を予定している。

市民提案型まちづくり事業

久米小改修工事



市
民
生
活
部
長　

現
在
、
庁

内
に
お
け
る
死
亡
届
後
の
手

続
き
に
つ
い
て
は
、
保
険
年
金
課
、
高

核
家
族
の
進
行
等
に
よ
り
死

亡
に
伴
う
手
続
き
に
お
い
て
、

遺
族
の
不
安
や
負
担
を
少
し
で
も
軽
減

で
き
る
よ
う
、
手
続
き
窓
口
の
一
元
化

を
望
む
が
、
ご
所
見
を
伺
い
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
地
方
移
住
の
機
運

が
高
ま
り
、
県
内
に
お
い
て
も
空
き
家

の
需
要
が
増
加
し
て
い
る
中
、
本
市
の

対
応
及
び
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

大
久
保
市
長
は
、
新
市
「
常

陸
太
田
市
」
誕
生
直
後
の
平

成
17
年
５
月
市
長
に
就
任
さ
れ
、
新
市

の
一
体
感
と
公
正
公
平
な
市
政
運
営
を

標
榜
し
「
快
適
空
間
」
の
実
現
を
目
指

し
て
、
少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
を
は

じ
め
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
復

興
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
働
く
場
の
確

保
、
保
育
環
境
と
教
育
環
境
の
整
備
、

公
共
交
通
の
再
編
、
地
域
防
災
体
制
の

強
化
な
ど
着
実
に
実
行
し
成
果
を
収
め

ら
れ
た
。
ま
た
、
市
長
就
任
以
来
今
日

ま
で
、
懇
談
会
、
敬
老
会
、
夏
ま
つ

り
、
運
動
会
等
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、

ふ
れ
あ
い
・
対
話
を
大
切
に
し
、「
ま

ち
づ
く
り
」
に
反
映
す
る
姿
勢
を
多
く

の
市
民
が
理
解
し
、
そ
の
市
政
運
営
を

高
く
評
価
し
て
い
る
も
の
と
確
信
し
て

い
る
。「
４
期
16
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
成
果
と
「
常
陸
太
田
市
」
へ
の
思
い

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

問１

  【茅根 　猛 議員　質問事項】
●大久保市政16年間における市政運営について

市
長　

平
成
17
年
５
月
に
市

長
就
任
、
一
体
感
の
醸
成
と

特
性
を
生
か
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を

念
頭
に
、
平
成
19
年
度
か
ら
の
第
５
次

総
合
計
画
の
「
市
民
協
働
」
を
柱
に
、

平
成
29
年
度
か
ら
は
第
６
次
総
合
計
画

「
市
民
、
誰
も
が
生
涯
活
躍
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
理
念
に
、
各
種
施
策
に

取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
で

は
全
市
あ
げ
て
復
旧
復
興
に
取
り
組

み
、
一
昨
年
10
月
の
東
日
本
台
風
で

は
、
復
旧
復
興
と
防
災
・
減
災
対
策
に

取
り
組
み
、
特
に
「
久
慈
川
緊
急
治
水

藤田　謙二
議員

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
立
ち
上
げ
を
行

い
、
そ
の
対
策
に
連
携
し
取
り
組
ん
で

い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
と
地
域
経
済
の
回
復
と
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
円
滑
な
接
種
に
向
け

て
急
ぎ
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
は
、
新
市
長
の
も
と
未
来
を
見

据
え
な
が
ら
、
行
政
の
課
題
に
積
極
果

敢
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
私
は
一

市
民
と
し
て
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

  【藤田 謙二 議員　質問事項】
●コロナ禍における産業の振興について　●雇用の促進について
●マイナンバーカードについて　●移住定住促進について
●市民窓口サービスの向上について

問１

問１

地
方
移
住
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
本
市
の
対
応
及
び
状
況
は

問２

遺
族
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
手
続
き
窓
口
の
一
元
化
を

問２

企
画
部
長　

本
市
に
お
い
て

は
平
成
27
年
度
に
空
き
家
バ

ン
ク
を
開
設
し
、
今
年
度
か
ら
空
き
地

も
加
え
移
住
定
住
を
促
進
し
て
い
る
。

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成
や
家
財

道
具
処
分
助
成
な
ど
の
制
度
も
後
押
し

答１

答２

茅根　　猛
議員

と
な
り
、
開
設
か
ら
の
累
計
は
申
請

１
２
３
件
、
登
録
98
件
、
成
約
72
件
で

成
約
率
73
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
利

用
を
希
望
す
る
登
録
件
数
は
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
累
計
で
３
０
５
件
と
空
き

家
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
に
あ

り
、
こ
れ
ま
で
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を

活
用
し
１
４
５
人
が
定
住
し
、
う
ち
74

人
が
転
入
者
で
あ
る
。
今
後
は
、
広
域

的
な
情
報
提
供
や
空
き
家
見
学
ツ
ア
ー

を
実
施
す
る
と
共
に
、
地
域
集
会
等
で

制
度
の
説
明
を
行
い
登
録
件
数
の
充
実

を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
方
に
制

度
を
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
本
市
へ

の
移
住
定
住
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

齢
福
祉
課
、
社
会
福
祉
課
、
収
納
課
、

税
務
課
な
ど
11
課
の
各
受
付
窓
口
に
お

い
て
、
関
係
各
課
と
連
絡
を
取
り
な
が

ら
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。
手
続

き
窓
口
の
一
元
化
に
つ
い
て
は
、今
後
、

市
民
ニ
ー
ズ
と
し
て
欠
か
せ
な
い
要
素

と
な
っ
て
く
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る

が
、
先
進
自
治
体
の
取
組
事
例
な
ど
を

調
査
す
る
と
、
実
施
に
向
け
て
は
そ
れ

ぞ
れ
に
課
題
等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
当

市
に
お
い
て
ど
の
よ
な
方
法
で
実
施
す

る
の
が
効
率
的
か
な
ど
を
関
係
各
課
と

今
後
も
継
続
的
に
研
究
検
討
し
て
い
く
。

問１

「
大
久
保
市
政
16
年
間
」
の
市
政
運
営
の
成
果
は

答１

7

一 般 質 問　　



の
デ
ジ
タ
ル
化
の
整
備
に
よ
り
、
各
家

庭
に
配
布
す
る
予
定
の
戸
別
受
信
機
に

は
、
新
た
に
録
音
機
能
が
付
与
さ
れ
、

い
つ
で
も
聴
き
直
し
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

　

さ
ら
に
、
情
報
伝
達
の
新
た
な
手
段

と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
も

合
わ
せ
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
高
齢
者
等
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

持
た
な
い
方
や
対
応
が
困
難
な
方
へ
の

情
報
伝
達
と
し
て
、
事
前
登
録
さ
れ
た

方
を
対
象
に
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内

総
務
部
長　

地
方
税
歳
入
額 

は
、
令
和
2
年
度
は
52
億
6 

千
百
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
景
気
が
悪
化
す
る
状
況
に
あ
り
、
令

和
3
年
度
は
48
億
4
千
4
百
万
円
を
計

令
和
３
年
度
の
予
算
案
で
は
、

歳
入
の
市
税
が
48
億
円
に

な
っ
て
い
る
。
市
税
が
50
億
円
を
割
る

の
は
、
平
成
19
年
以
来
で
あ
る
。
公
財

政
で
は
、「
入
る
を
量
り
て
、
出
ず
る

を
制
す
」
の
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
歳

入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
あ

る
。
今
後
も
歳
入
は
人
口
減
少
が
進
み

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
っ
て
市
税

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
国
か

ら
の
交
付
税
合
併
算
定
替
特
別
措
置
終

了
に
よ
り
、
歳
入
状
況
は
一
層
厳
し
さ

平山　晶邦
議員

答１

問１

  【平山 晶邦 議員　質問事項】
●本市の財政特に基金について　●コロナ禍における高

速バスを含めた路線バスの状況と対策について
●小学校の統合について

上
を
し
た
。

　

財
政
調
整
基
金
は
残
高
は
平
成
28
年

度
59
億
４
千
万
円
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾

向
に
あ
り
、
令
和
２
年
度
当
初
に
お
い

て
41
億
円
台
の
残
高
に
な
る
見
込
み
で

あ
る
。

　

財
政
調
整
基
金
の
活
用
は
、
市
税
と

地
方
交
付
税
が
高
齢
化
・
人
口
減
少
や

国
の
合
併
算
定
替
特
別
措
置
が
終
了
な

ど
に
よ
り
、増
額
が
見
込
め
な
い
中
で
、

不
足
す
る
財
源
を
補
て
ん
す
る
た
め

「
財
政
調
整
基
金
」
の
活
用
を
見
込
ん

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
移
行
時
期
と
デ
ジ
タ

ル
化
に
伴
う
情
報
発
信
の
改
善
策
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

森山　一政
議員

総
務
部
長　

防
災
行
政
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
本
定
例

会
に
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
の
議
案

と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
令
和
７

年
度
の
完
成
に
向
け
て
順
次
デ
ジ
タ
ル

化
へ
移
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
現

在
の
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
変
更

答１ 問１

  【諏訪 一則 議員　質問事項】
●災害対策について

す
る
こ
と
に
よ
る
情
報
発
信
の
改
善
点

と
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
波
の
特
性
と
し

て
、
雑
音
が
入
ら
な
く
な
る
こ
と
で
聞

き
取
り
や
す
く
な
り
、
ま
た
、
一
部
の

屋
外
拡
声
子
局
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
高
性

能
の
も
の
に
入
れ
替
え
る
こ
と
に
よ

り
、
屋
外
放
送
も
聞
き
取
り
や
す
く
な

る
。
そ
の
他
、
親
局
設
備
の
更
新
に
よ

り
、
情
報
発
信
の
多
重
化
と
円
滑
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

情
報
の
伝
達
が
確
実
か
つ
、
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
今
回

問１問１

本
市
の
財
政
特
に
財
政
調
整
基
金
の
活
用
は 

災
害
時
の
情
報
発
信
の
機
能
強
化
を

で
い
る
。
財
政
調
整
基
金
の
今
後
の
活

用
に
当
た
っ
て
は
、
①
災
害
な
ど
不
測

の
事
態
へ
の
備
え
と
し
て「
約
20
億
円
」

②
年
度
間
の
財
源
の
変
動
調
整
と
し
て

「
約
５
億
円
」
③
減
少
が
見
込
ま
れ
る

市
政
補
て
ん
分
と
し
て
「
約
５
億
円
」

合
計
「
約
30
億
円
」
を
最
低
限
確
保
す

る
こ
と
を
目
安
と
し
て
活
用
を
図
っ
て

行
く
。
今
後
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
に
当
た
り
想
定
さ
れ
る
財
源
不
足
に

備
え
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

を
増
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
本
市
の

財
政
を
市
民
と
と
も
に
考
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
財
政
の

な
か
で
の
財
政
調
整
基
金
に
対
す
る
考

え
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

容
を
固
定
電
話
等
へ
一
斉
に
発
信
す
る

「
電
話
一
斉
発
信
機
能
」
に
つ
い
て
、

事
業
者
よ
り
提
案
さ
れ
て
お
り
、
導
入

に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。  

屋外拡声子局スピーカー
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諏訪　一則
議員

保
健
福
祉
部
長　

高
齢
者
の

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
は
平
成
26
年
10
月
か
ら
予
防
接
種
法

の
改
正
に
よ
り
定
期
予
防
接
種
と
し
て

高
齢
者
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
肺
炎
に
か
か
り
や
す
く
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
入
院
や
寝
た
き
り

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
本
市

の
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
の
接
種
率
向
上
策
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

問１

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
向
上
策
は

問２

電
子
黒
板
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て

追
加
さ
れ
た
も
の
で
、
接
種
の
対
象
と

な
る
方
に
対
し
て
は
、
年
度
初
め
の
４

月
に
個
人
宛
て
通
知
を
行
い
、
ま
た
、

12
月
末
現
在
で
接
種
さ
れ
て
い
な
い
方

に
再
度
の
通
知
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
の
節
目
の
年
齢
以

外
の
方
に
対
し
て
も
定
期
接
種
と
同
額

の
助
成
を
実
施
し
て
お
り
、
健
康
づ
く
り

ガ
イ
ド
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
地
区
で

実
施
し
て
い
る
健
康
教
室
等
で
周
知
を

し
て
い
く
。今
後
も
関
係
団
体
と
協
力
し
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
接
種
率
向
上
に

向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答１

  【諏訪 一則 議員　質問事項】
●肺炎球菌ワクチン接種について
●電子黒板設置について 

問１

公
立
小
中
学
校
の
電
子
黒
板

の
活
用
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

問２

教
育
部
長　

電
子
黒
板
は
、
文

部
科
学
省
に
お
い
て
今
後
導
入

を
促
進
す
る
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
使
っ

た
授
業
に
お
い
て
、
画
像
や
資
料
を
瞬

時
に
拡
大
表
示
し
た
り
画
面
上
で
の
書

き
込
み
や
そ
の
保
存
な
ど
学
習
活
動
に

応
じ
た
活
用
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

答２

　

ま
た
、
在
宅
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

の
際
に
は
、
学
校
で
の
大
型
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
児
童
生
徒
の

表
情
を
見
取
り
な
が
ら
個
に
応
じ
た
適

切
な
指
導
・
助
言
に
生
か
す
な
ど
、
学

び
の
保
証
や
質
の
向
上
に
活
用
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
電
子
黒
板
を
は
じ
め
と

し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
よ
り
効
果
的
に
活

用
し
た
教
育
に
つ
い
て
引
き
続
き
調

査
・
研
究
を
進
め
実
践
を
通
し
た
中
で
、

児
童
生
徒
に
と
っ
て
よ
り
良
い
活
用
と

な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

菊池　勝美
議員

保
健
福
祉
部
長　

施
設
の
管

理
運
営
は
、
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
現
在
、
常
陸
太
田
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
。

開
設
当
初
か
ら
地
域
の
高
齢
者
が
生
産

高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

と
山
村
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
昭
和
55
年
に
整
備
さ
れ
た
施

設
で
あ
る
。
運
営
状
況
や
今
後
の
課
題

等
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

問１

高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
等
は

問２

高
齢
化
が
進
む
地
域
の
課
題
解
決
は

団
体
を
組
織
し
施
設
を
活
用
し
て
、
し

め
縄
・
し
め
飾
り
や
、
漬
物
を
生
産
販

売
し
、特
に
し
め
縄
は
、伊
勢
神
宮
（
三

重
県
）
を
は
じ
め
県
内
外
に
納
品
し
て

い
る
。
開
設
当
時
は
会
員
が
１
０
０
人

を
超
え
て
い
た
が
、
現
在
は
20
人
前
後

で
あ
る
。
施
設
は
、
開
設
後
40
年
が
経

過
し
て
お
り
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か

ら
、
近
隣
施
設
へ
の
移
転
も
含
め
生
産

団
体
等
の
意
見
を
聞
き
、
利
用
者
目
線

に
立
っ
た
機
能
維
持
が
図
ら
れ
る
よ
う

対
応
し
て
い
く
。

  【菊池 勝美 議員　質問事項】
●高齢者生産活動センターについて
●広報紙等の配布方法について

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
、

地
域
の
清
掃
活
動
や
広
報
紙

等
の
配
布
が
困
難
な
地
域
も
あ
り
、
さ

ら
に
は
、
回
覧
板
の
封
筒
に
「
最
後
の

方
は
こ
の
袋
を
処
分
し
て
下
さ
い
」
と

書
か
れ
、
最
後
の
方
が
班
長
さ
ん
宅
ま

で
戻
す
こ
と
さ
え
困
難
な
地
域
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在

り
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

問２

か
ら
、
今
後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

在
り
方
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
町
会
等

の
枠
を
超
え
た
広
い
範
囲
の
中
で
、
地

域
で
活
動
す
る
各
団
体
等
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
進
め
、
共
助
の
精
神
に
お

い
て
お
互
い
が
連
携
し
合
い
、
地
域
の

課
題
解
決
を
図
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
推

進
し
て
い
る
。市
と
し
て
も
、各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
が
地
域
の
課
題
解
決
等
に

効
果
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
積
極
的
に

支
援
し
て
い
く
。

市
民
生
活
部
長　

近
年
の
人

口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化
等

問１答１

答２
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本
市
で
策
定
し
た
「
広
域
避

難
計
画
」
は
、
地
震
、
水
害

等
の
複
合
災
害
時
の
対
応
や
介
護
者
、

病
人
な
ど
要
支
援
者
へ
の
対
応
、
感
染

症
対
策
な
ど
問
題
が
山
積
し
て
お
り
、

実
効
性
の
あ
る
計
画
と
は
言
え
な
い
。

　

市
は
避
難
訓
練
な
ど
で
実
効
性
を
確

保
す
る
と
し
て
い
る
が
、
原
発
事
故
は

一
般
の
事
故
と
は
異
質
で
、
実
際
に
放

射
能
漏
れ
を
起
こ
さ
せ
た
事
故
の
避
難

訓
練
は
不
可
能
で
、
実
効
性
を
確
保
す

る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
再
稼
働

の
可
否
の
判
断
は
原
電
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
左
右
さ
れ
な
い
こ
と
、
福
島
原
発

事
故
の
教
訓
や
東
海
第
二
原
発
が
抱
え

る
安
全
性
の
問
題
点
を
受
け
と
め
、
再

稼
働
は
認
め
な
い
、
反
対
さ
れ
る
こ
と

を
求
め
た
い
。

問１

原
発
事
故
の
安
全
な
避
難
は
不
可
能

問２

補
聴
器
購
入
の
た
め
の
補
助
制
度
を

市
長　

再
稼
働
の
可
否
の
判
断 

は
広
域
避
難
計
画
の
実
効
性
の 

確
保
を
は
じ
め
、
市
議
会
及
び
市
民
の

意
見
を
聞
く
こ
と
な
ど
に
取
り
組
み
、

総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。
原
電
側
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
あ
り
き
で
判
断
し
な
い
。

答１

  【宇野 隆子 議員　質問事項】
●東海第二原発問題について　●国民健康保険税について
●新型コロナウイルス感染症対策について　●国民の権利である生活

保護について　●加齢性難聴者への補聴器購入の補助制度について

問１

加
齢
性
難
聴
は
、日
常
生
活
を 

不
便
に
す
る
だ
け
で
な
く
、社 

会
活
動
の
減
少
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
困
難
に
し
、
う
つ
病
や
認
知
症
の

要
因
に
も
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

補
聴
器
の
購
入
は
保
険
適
用
で
は
な
い

た
め
に
全
額
自
費
と
な
り
、
高
額
な
補

聴
器
の
購
入
を
た
め
ら
っ
た
り
、
困
難

に
し
て
い
る
。
国
・
県
に
補
聴
器
購
入

の
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め
る
こ
と
、

問２

保
健
福
祉
部
長　

国
・
県
に

補
助
制
度
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
は
当
市
の
「
加
齢
に
よ
る
難
聴

者
」
の
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

他
市
町
村
の
施
策
な
ど
の
実
態
の
把
握

や
国
の
動
向
を
注
視
し
て
対
応
し
た

い
。
市
独
自
の
補
助
制
度
は
国
の
施
策

等
の
動
向
や
他
市
町
村
の
状
況
を
情
報

収
集
し
て
研
究
し
て
い
く
。

宇野　隆子
議員

市
独
自
に
補
聴
器
購
入
の
補
助
制
度
を

創
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答２

企
画
部
長　

市
民
の
声
や
第

１
期
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

及
び
総
合
戦
略
の
課
題
を
踏
ま
え
第
２

期
の
総
合
戦
略
は
４
つ
の
基
本
目
標
を

掲
げ
推
進
を
図
る
。
１
点
目
は
、「
稼

常
陸
太
田
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に 

よ
る
長
期
展
望
と
し
て
、２
０ 

６
０
年
に
常
住
人
口
規
模
３
万
３
０
０ 

０
人
維
持
を
目
標
に
し
て
い
る
。
持
続

可
能
な
人
口
構
造
の
構
築
を
目
指
す
施

策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

ぐ
地
域
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
安
心
し

て
働
け
る
よ
う
に
す
る
」を
目
標
と
し
、

東
部
地
区
開
発
促
進
、
起
業
・
創
業
・

就
職
の
支
援
、
農
業
の
生
産
力
・
販
売

力
向
上
と
新
規
就
農
者
の
支
援
な
ど
の

施
策
・
事
業
の
推
進
を
す
る
。

　

２
点
目
は
、「
本
市
と
の
つ
な
が
り

を
築
き
、
本
市
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ

を
つ
く
る
」
を
目
標
と
し
、
新
婚
家
庭

家
賃
助
成
、
住
宅
取
得
等
助
成
事
業
等

に
よ
る
移
住
・
定
住
の
促
進
、
観
光
施

設
等
を
活
用
し
た
交
流
人
口
・
関
係
人

答１

  【菊池 伸也 議員　質問事項】
●新たなまちづくりと地域コミュニティについて   
●道路整備と観光振興について 

問１

口
の
拡
大
を
図
る
施
策
・
事
業
の
推
進

を
す
る
。

　

３
点
目
は
、「
若
い
世
代
の
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」

を
目
標
と
し
、
結
婚
推
進
事
業
、
妊
娠
・

出
産
に
伴
う
経
済
的
支
援
、
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
関
す
る

施
策
・
事
業
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し

て
お
り
、結
婚
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
、
オ
ン
ラ
イ
ン
婚
活
を
実
施
し

て
い
る
。

　

４
点
目
で
は
、「
ひ
と
が
集
う
、
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
魅
力
的

な
地
域
を
つ
く
る
」
を
目
標
と
し
、
防

犯
・
交
通
対
策
、
東
部
地
区
開
発
な
ど

に
よ
る
買
い
物
環
境
の
充
実
を
図
る
施

策
・
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
第

２
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
及
び
総
合
戦

略
を
本
市
に
お
け
る
少
子
化
・
人
口
減

少
対
策
へ
の
推
進
計
画
と
し
て
、
全
庁

的
な
取
り
組
み
で
、誰
も
が
活
躍
で
き
、

魅
力
的
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

菊池　伸也
議員

問１

少
子
化
・
人
口
減
少
が
進
む
中
で
の
ま
ち
づ
く
り
は
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深谷　　渉
議員

建
設
部
長　

堤
防
整
備
箇
所

は
、
久
慈
川
左
岸
の
堅
磐
町

地
内
に
お
い
て
、
河
道
掘
削
は
、
久
慈

久
慈
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
復
旧
と
減

災
へ
の
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

国
交
省
が
昨
年
７
月
「
流
域
治
水
へ

の
転
換
」
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
た

が
そ
の
事
業
の
進
捗
状
況
と
方
針
転
換

に
よ
る
備
え
の
対
応
の
変
化
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

問１

河
川
治
水
か
ら
流
域
治
水
へ
の
転
換
に
つ
い
て

問２

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
信
頼
さ
れ
る
場
に

川
の
堅
磐
町
と
上
河
合
町
か
ら
落
合
町

ま
で
の
区
間
を
、
霞
堤
は
、
久
慈
川
右

岸
の
那
珂
市
額
田
地
内
に
お
い
て
計
画

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
測
量
・
設
計
、

及
び
用
地
調
査
を
進
め
て
い
る
。
調
査

等
が
終
了
し
次
第
、
順
次
工
事
に
着
手

す
る
。
ま
た
、流
域
治
水
へ
の
転
換
は
、

従
来
の
河
川
治
水
対
策
が
役
割
分
担
ご

と
に
、
河
川
や
下
水
道
、
砂
防
等
の
管

理
者
主
体
の
ハ
ー
ド
対
策
で
あ
っ
た
も

の
が
、
流
域
全
体
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
者

の
協
働
に
よ
る
治
水
対
策
と
変
わ
る
。

  【深谷　 渉 議員　質問事項】
●水害の防災・減災について　●子育て支援について
●高齢者の見守りについて　●移住・定住相談について 
●第６次総合計画について

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す

る
相
談
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行

う
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

今
年
の
４
月
か
ら
始
動
す
る
。
市
民
か

ら
理
解
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
よ
う
質
を
高

め
て
い
く
た
め
の
方
策
を
伺
い
た
い
。

問２

保
健
福
祉
部
長　

利
用
さ
れ

る
方
の
安
心
感
や
満
足
感
に

つ
な
げ
て
い
く
支
援
を
行
う
た
め
に

は
、
人
材
と
実
施
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
質
を
高

め
る
た
め
に
は
、
訪
れ
る
妊
産
婦
、
乳

幼
児
等
に
対
し
て
歓
迎
す
る
和
や
か
な

雰
囲
気
づ
く
り
や
利
用
者
が
安
心
し
て

話
せ
る
環
境
に
配
慮
し
て
い
く
。ま
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
専
門
家
の
意
見

を
い
た
だ
き
、
自
己
評
価
を
行
っ
て
い

く
。

問１答１

ま
た
、
河
川
区
域
や
氾
濫
域
に
お
い
て

対
策
を
実
施
し
て
い
た
も
の
が
、
河
川

上
流
の
集
水
域
を
含
め
た
流
域
全
体
で

の
流
出
抑
制
な
ど
の
対
策
を
実
施
す
る

こ
と
に
変
わ
る
。

答２

常陸太田市議会では、地方分権の時代にふさわ
しい市議会の在り方について調査研究を行い、不
断の議会改革を進めるため 9 人の委員で構成する

「議会改革推進会議」を設置し、議会改革を推進
しています。

3 月 26 日には、議会の情報通信技術化（ＩＣ
Ｔ化）の推進等、昨年より 3 グループに分かれ調
査及び検討してきた項目について、各グループか
ら報告が行われ、委員会メンバー全員で改革に向
けた意識の共有が図られました。

議会改革を推進していきます

議会トピックス

議会改革推進会議
委員長　成井小太郎 副委員長　茅根　　猛 
委 員　髙木　　将 委 員　菊池　伸也

〃 　益子　慎哉 〃 　深谷　　渉
〃 　諏訪　一則 〃 　菊池　勝美
〃 　小室　信隆

●
市
選
挙
管
理
委
員

　

植
木　
　

宏　

氏

　

我
妻　

悦
子　

氏

　

佐
川
憲
一
郎　

氏

　

白
石　

公
一　

氏

●
補
充
員

　

生
天
目　

操　

氏

　

川
上　

明
文　

氏

　

豊
田　

洋
子　

氏

　

荻
津　

一
成　

氏

令
和
３
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了
と

な
る
こ
と
に
伴
い
、
本
会
議
（
３
月
19
日
）
に
お

い
て
選
挙
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
当
選
人
が
決

定
し
ま
し
た
。

常
陸
太
田
市
選
挙
管
理
委
員

�

及
び
補
充
員
の
選
挙
結
果
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管
理
者
の
長
期
療
養
や
急
な
退
職
の

場
合
に
主
任
以
外
の
介
護
支
援
専
門
員
を

管
理
者
と
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い

る
。

総
務
委
員
会

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

髙
木
　
　
将

副
委
員
長 

諏
訪
　
一
則

委
　
　
員 

宇
野
　
隆
子

委
　

員
　
川
又
　
照
雄

　
〃
　
　

深
谷
　
秀
峰

　
〃
　
　

小
室
　
信
隆

総
務
委
員
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改

正
４
件
、
工
事
請
負
契
約
１
件
、
補
正

予
算
１
件
合
計
６
件
の
審
査
を
行
い
、

付
託
さ
れ
た
６
議
案
を
全
会
一
致
に
よ

り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

文
教
民
生
委
員
会

文
教
民
生
委
員
会
で
は
、
条
例
の
一

部
改
正
５
件
、
条
例
の
廃
止
１
件
、
補

正
予
算
２
件
、
合
計
８
件
の
審
査
を
行

い
、
７
議
案
を
全
会
一
致
に
よ
り
原
案

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
、
１
議
案
を

賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

▼
主
な
質
疑
応
答

こ
れ
ま
で
事
業
所
の
管
理
者
は
、
主

任
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
い
た
が
、
や

む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
、
介
護
支

援
専
門
員
を
管
理
者
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
理
由
と
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
伺
い
た
い
。

問

▼
主
な
質
疑
応
答

議
案
第
16
号　

令
和
２
年
度
常
陸
太

田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

に
つ
い
て

（
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か 

ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
１
３
１ 

２
万
５
千
円
を
減
額
し
、
総
額
３
２

２
億
７
０
５
０
万
９
千
円
と
す
る
も

の
）

議
案
第
６
号　

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス

等
の
事
業
の
人
員
、
設
置
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
に
つ
い
て

（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
が
令

和
３
年
１
月
25
日
に
公
布
さ
れ
、
そ

の
一
部
が
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条

例
の
整
理
を
行
う
も
の
）

答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
現
時
点
で
の
検
討
状
況
と
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

７
割
と
想
定
し
て
い
る
が
、
よ
り
多
く
の

市
民
の
方
に
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
け
る

体
制
の
実
施
計
画
を
整
備
し
て
い
る
。
現

在
、
市
内
す
べ
て
の
医
療
機
関
に
お
い
て

協
力
を
頂
け
る
体
制
を
と
り
、
各
地
区
に

お
い
て
集
団
接
種
を
実
施
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
お
り
、
３
月
25
日
に
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
模
擬
訓
練
を

実
施
し
て
い
く
。

白
幡
台
団
地
転
入
促
進
助
成
費
に
つ

い
て
現
在
の
状
況
を
伺
い
た
い
。

白
幡
台
団
地
の
現
在
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
令
和
２
年
度
は
９
件
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
７
件
現
地
案
内
を

し
１
件
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

令
和
２
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

受
診
率
に
つ
い
て
は
、
２
月
末
日
時

点
で
21
・
９
％
で
あ
り
、
当
初
目
標
52
・

５
％
に
対
し
て
42
％
の
達
成
率
で
あ
る
。

問問

問

答答

答 議
案
第
17
号　

令
和
２
年
度
常
陸
太

田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
８
５
１
７
万
４
千
円
を
減

額
し
、
総
額
52
億
９
９
８
９
万
６
千

円
と
す
る
も
の
）

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

菊
池
　
伸
也

副
委
員
長 

深
谷
　
　
渉

委
　
　
員 

後
藤
　
　
守

委
　

員
　
茅
根
　
　
猛

　
〃
　 

高
星
　
勝
幸  

　
〃
　 

平
山
　
晶
邦

新型コロナワクチン
集団接種模擬訓練

高
齢
者
安
全
運
転
支
援
装
置
設
置
促

進
事
業
の
実
施
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
等
も
あ
る
た
め
か

３
月
時
点
で
10
件
の
申
請
に
留
ま
っ
て
い

る
。
令
和
３
年
度
は
補
助
対
象
年
齢
を
現

行
の
75
歳
以
上
か
ら
65
歳
以
上
に
拡
大

し
、
今
後
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ど
う
か
な
ど

も
含
め
事
業
内
容
を
検
討
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。 

答 問
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委
　

員
　

成
井
小
太
郎

　
〃
　
藤
田
　
謙
二

　
〃
　
森
山
　
一
政

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会
で
は
、
条
例
の
一

部
改
正
１
件
、
条
例
の
廃
止
１
件
、
指

定
管
理
者
の
指
定
１
件
、
市
道
路
線
の

廃
止
１
件
、
補
正
予
算
１
件
、
合
計
５

件
の
審
査
を
行
い
、
付
託
さ
れ
た
５
議

案
を
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

益
子
　
慎
哉

副
委
員
長 

菊
池
　
勝
美

委
　
　
員 

黒
沢
　
義
久

市
営
住
宅
の
用
途
廃
止
に
伴
う
基
準

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

公
共
施
設
等
再
配
置
計
画
に
基
づ

き
、
老
朽
化
及
び
入
居
者
が
少
な
く
、
主

に
借
地
に
立
地
し
て
い
る
住
宅
を
廃
止
す

る
こ
と
で
進
め
て
い
る
。

問答

広
場
の
現
状
と
今
後
の
管
理
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

草
刈
り
や
ト
イ
レ
浄
化
槽
の
維
持
管

理
、
警
備
費
等
で
年
間
約
１
０
０
万
円
の

維
持
費
が
か
か
っ
て
お
り
、
今
後
に
お
い

て
は
、
地
元
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
方
針

を
決
定
し
て
い
く
。

市
道
路
線
廃
止
後
の
法
定
外
道
路
と

し
て
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

道
路
の
利
用
者
、
隣
接
地
主
の
方
に

除
草
作
業
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

道
路
の
ぬ
か
る
み
等
の
解
消
に
つ
い
て
は
、

町
会
長
と
連
携
を
図
り
、
大
規
模
な
も
の

は
市
で
対
応
し
、
小
規
模
な
も
の
は
、
資

材
の
支
給
な
ど
に
よ
り
関
係
者
の
方
々
に

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
主
な
質
疑
応
答

議
案
第
７
号 

常
陸
太
田
市
営
住
宅

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

（
復
興
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
令
和
２
年
６
月
12
日
に

公
布
さ
れ
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
及
び
市
営
住
宅

の
一
部
を
用
途
廃
止
し
た
こ
と
に
伴

い
、条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
）

議
案
第
12
号 

常
陸
太
田
市
梨
木
平

山
村
広
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

（
梨
木
平
山
村
広
場
を
用
途
廃
止
す

る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
廃
止
を
行

う
も
の
）

議
案
第
15
号 

常
陸
太
田
市
道
路
線

の
廃
止
に
つ
い
て

（
現
況
市
道
の
見
直
し
に
伴
い
、
市

道
路
線
を
廃
止
す
る
も
の
）

問問 答答

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
・
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、
請
願
や

陳
情
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、
市
政
に
対
す
る
要
望
・
意
見
を
直
接
議
会
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

提
出
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
提
出
の
仕
方
】

１
．
様
式

　

請
願
書
（
陳
情
書
）
は
、
左
記
の
様
式
を
参
考
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
紹
介
議
員
（
陳
情
の
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

　

請
願
に
は
、
必
ず
１
名
以
上
の
市
議
会
議
員
の
紹
介
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、

紹
介
議
員
の
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

３
．
提
出
先

　

請
願
書
は
、請
願
者
本
人
ま
た
は
そ
の
内
容
に
詳
し
い
代
理
の
方
が
市
議
会（
議

会
事
務
局
）
へ
提
出
（
一
部
）
し
て
く
だ
さ
い
。

【
書
式
例
】

（表紙）

○○○に関する請願

１．請願の趣旨
２．請願の理由

令和　年　月　日
　請願者（代表）　
　住所　　　　印

（外○○名）

○○○に関する請願

紹介議員 氏名 ○○○○
 （署名又は記名押印）

（内容）
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－　主な質疑内容　－

予算特別委員会を開催
－  令和３年度一般会計・特別会計３件・

 企業会計４件を審査  －

予算特別委員会　委 員 長　益子　慎哉
副委員長　菊池　勝美

予算に関する議案第 20 号から議案第 27 号までを審
査するため、予算特別委員会が 3 月 8 日に設置されま
した。 議長を除く 17 名の議員が委員に選任され、3
月 15 日と 16 日の 2 日間にわたり審査が行われ、一般
会計の総額 247 億 4,800 万円、特別会計の総額 122 億
2,050 万 4 千円、公営企業会計の総額 56 億 9,081 万円、
合計 426 億 5,931 万 4 千円について審査いたしました。

一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療
特別会計、介護保険特別会計、工業用水道事業会計に
ついては、賛成多数により原案可決すべきものと決定。
その他 3 会計については全会一致により原案可決すべ
きものと決定しました。

子育てに優しい常陸太田を創る啓発事業委託料の内容について

委託料の内容は、子育て支援イベントとして保護者向けの映画の上
映会と音楽で楽しめるオンラインアート遊びとホームページ上に
公開している子育て世代向けのウェブマガジンサイト「papa mama 
じょうず」の作成委託料である。 

答

問

答

問 新型コロナワクチンコールセンター委託料の積算根拠と委託期間について 

委託内容は、相談業務、予約受付業務、集団接種会場での人員配置等で、積算根拠としては人件費相
当分及びパソコン等機器費用である。また、履行期間は 2 月 22 日から 9 月 30 日までである。

「p
パパ

apa m
ママ

ama じょうず」サイト

答

問 有害鳥獣捕獲隊編成の考え方等の取り組みについて

現在、市捕獲隊は総勢 65 名で平均年齢 67.8 歳である。人材の確保が難しい面も
あるが、経済的支援として、わな猟免許の取得補助やハンター保険料の補助等に
より、人材の確保に努めていきたい。
人員確保が難しく、喫緊の課題だと認識されていると思うが、特に猟銃所持者が
いないと最終的な捕獲はできないので、猟銃所持者を増やさなければならない。
猟友会と協議して、猟銃所持者が増えるような方策をとってもらいたい。

答

問
ICT 教育環境整備事業の中学生を対象としたオンライン英語学習の事業内容等に
ついて
4 月から 5 月末にかけて中学校に 1 人 1 台のタブレット端末を配備し、英語
学習の EdTech（エドテック）教材として AI を活用した教材である English 4 
skills（イングリッシュ　フォー　スキルズ）を使用し英語力の向上を図っていく。
また、環境が整い持ち運びが可能となれば家庭でも使用することができる。

要望
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政務活動費Ｑ＆Ａ
政務活動費について、議員活動に必要な調査研究その他の活動に資するため必要な経費とし
て、「常陸太田市議会政務活動費の交付に関する条例」等に基づき、会派に交付されるもの
です。 当議会の政務活動費についてお答えします。

Ｑ１．政務活動費というのは何ですか？

　答　議員が行うさまざまな調査研究活動に必要な経費を支給するものです。

Ｑ２．政務活動費の金額はいくらですか？

　答　議員 1 人につき月額 15,000 円（年額 180,000 円）です。　　

　　　　※残額はすべて返金しています。

Ｑ３．政務活動費はどのような経費に使えるの？

　答　「市政務活動費使途基準の運用方針」により詳細に決められています。

（項目：調査研究費、研修費、広報費、広聴費、要請・陳情活動費、

会議費、資料作成費、資料購入費、人件費、事務所費）

※政務活動費の収支報告書及び領収書は、市議会事務局での閲覧や市議会ホームページで公開中

議会日誌
１ 月１4日 広報委員会

2１日 議会運営委員会・全員協議会・広報委員会

2 月１0日 議会改革推進会議

１9日 議会運営委員会・令和 ３ 年度予算内示
説明会・全員協議会・議員研修

３ 月 2 日 本会議（開会・議案説明）・議会運営委員会

３ 月 4 日 本会議（一般質問）

３ 月 ５ 日 本会議（一般質問）

３ 月 ８ 日 本会議（議案質疑）・総務委員会協議
会・文教民生委員会協議会・産業建設員会協
議会

３ 月 9 日 総務委員会・総務委員会協議会

３ 月１0日 文教民生委員会・文教民生委員会協議会

３ 月１１日 産業建設委員会・文教民生委員会協議会

３ 月１５日 予算特別委員会

３ 月１6日 予算特別委員会・議会運営委員会・
全員協議会

３ 月１9日 本会議（採決・閉会）

1 月 21 日、第 1 回定例会の会期について審議し、
「ひたちおおたお知らせ版」及び市内施設・各支所窓
口へ掲示することとした。2 月 19 日には第 1 日の日
程、議案等付託委員会、一般質問・議案質疑の通告
期限及び一般質問の方法・時間制限並びに議案質疑
の方法、予算特別委員会の設置について。3 月 2 日
には一般質問通告者について。16 日には、追加議案、
最終日の日程、人事案件について協議を行った。

議会運営委員会
1/21、2/19、3/2・16

第１回定例会の会期・日程等について

議会運営委員会
委 員 長　深谷　　渉　　副委員長　深谷　秀峰 
委　　員　髙木　　将　　委　　員　後藤　　守
　〃　　成井小太郎　　　〃　　菊池　伸也
　〃　　益子　慎哉　
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令和３年度

議会報告･意見交換会を開催します議会報告･意見交換会を開催します

◇場所　市役所4階議場
◇時間　午前10時～
◇日程　（都合により変更になる場合があります）

６月定例会開催のお知らせ

月　日 会　議 事　項

6 月 14 日（月） 本会議 開会・議案説明

16 日（水） 本会議 一般質問

17 日（木） 本会議 一般質問

18 日（金） 本会議 議案質疑

21 日（月） 常任委員会 総務委員会

22 日（火） 常任委員会 文教民生委員会

23 日（水） 常任委員会 産業建設委員会

28 日（月） 本会議 委員長報告・採決・閉会

編 集 後 記

議会だより第 164 号では第 1 回定例会の主な
内容を掲載いたしました。

5 月に入り本市におきましても、新型コロナウ
イルスワクチン接種が高齢者の皆様を皮切りに開
始されました。多くの市民の皆様に接種いただく
ことで収束に向かっていくこ
とを切に望んでいます。

今後も、市民の皆様に分か
りやすく、読みやすい、親し
まれる広報紙づくりに向け取
り組んでまいりますので、よ
ろしくお願いいたします。

広報委員会
委 員 長　藤田　謙二　　　副委員長　深谷　　渉 
委　　員　髙木　　将　　　委　　員　菊池　伸也
　〃　　益子　慎哉　　　　〃　　菊池　勝美
　〃　　小室　信隆

今年度は「空き家の利活用」について意見交換会を行います。

地　区 会 場 開　催　日　時

常 陸 太 田 地 区 生涯学習センターふれあいホール 7 月６日（火）

午後 6 時 30 分から
里  美  地  区 里美文化センター大集会室　 7 月 7 日（水）

水  府  地  区 水府総合センター多目的ホール　 7 月 8 日（木）

金 砂 郷 地 区 交流センターふじホール　 7 月 9 日（金）

○内容は、議会の活動報告、質疑応答、意見交換です。
○日時、場所等はご都合のよい会場へお越しください。
○申し込みは不要です。どうぞ、お誘いあわせのうえご参加ください。
　なお、新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては、開催中止や開催方法の変更などを判断するこ
ともありますのでご了承ください。 

令和元年度 議会報告会・意見交換会の様子
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